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社会課題の解決を目指した大規模自然言語処理技術 
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令和2年11月5日〜7日の3日間、けいはんな学研都市に立地または関連する研究

機関や自治体、企業、大学などによる最先端技術の研究発表イベントが開催されま

した。11月6日のオンラインセミナーでは、国立研究開発法人情報通信研究機構

（NICT）フェローの鳥澤健太郎氏より、「社会課題の解決を目指した大規模自然言

語処理技術」と題したオンラインセミナーが行われ、NICTがこれまで開発してきた

自然言語処理技術は、どのような場面での使用が見込まれるのか、今後の可能性が

紹介されました。 

 

マルチモーダル音声対話システムMICSUS（ミクサス）は高齢者介

護支援技術です。社会の高齢化が進み介護人口は増加の一途を辿って

います。介護人口の増加によりケアマネジャーの人材不足が懸念され

る中、ケアマネージャーの代わりに健康状態や生活習慣をチェックす

ること（＝介護モニタリング）を目的にMICSUS（ミクサス）は開発

されました。 

外見は犬のぬいぐるみですが、AI機能にカメラ、マイク、液晶パネ

ル、スピーカー等が付属されており、高齢者の表情やジェスチャーか

ら感情を推定します。さらに通常の介護作業に応じた対話シナリオが搭載されており、相手に応じた対話や検

査結果の報告が可能です。 

セミナーでは、介護者が映像を通じて、高齢者と直接会話しながら健康状態や生活習慣をチェックする様

子が紹介されました。MICSUS（ミクサス）は現場のケアマネージャーからも実際に使ってみたい、話し相手

に欲しいなど、高い評価を受けています。 

 

次世代音声対話システムWEKDA（ウェクダ）は、対話者の発話に

対して質問を自動生成し、回答を探して応答する技術です。このシス

テムを使えばそれまでの対話の経緯から応答の方向性を整理し、質問

形式でなくとも対話が可能となるため、幅広い場面で応用することが

できます。 

さらに、対災害SNS情報分析システム DISAANA（ディサーナ）、

D-SUMM（ディーサム）、LINE 版防災チャットボットSOCDA（ソク

ダ）など開発が進む防災システムが紹介されました。 

DISAANA（ディサーナ）、D-SUMM（ディーサム）は、SNSの投

稿を分析し整理、要約するシステムです。これを使用すれば災害時に

充電できる場所を地図で表示する等、インターネット検索よりもピン

ポイントで情報を特定でき、矛盾する複数のツイートを同時並行で抽

出することで、デマ情報にも対応できます。大分県での事例など、す

でに様々な自治体で活用されていることが紹介されました。 

現在開発が進められているSOCDA（ソクダ）は、LINE（ライン）

を使い、被災者と直接コミュニケーションをとるシステムです。困りごとがないか、近くの災害情報を知って

いるかといった質疑応答を行い、被災者一人ひとりに対して避難支援情報を提供し、網羅的に情報を集めるこ

とができます。こうした被災者情報はこれまで自治体職員などが大変な苦労をして集めていましたが、



SOCDA（ソクダ）を活用することにより避難状況の把握が容易になります。状況把握が容易になることで、

言葉の通じない外国人のために、多言語対応可能な災害ボランティアを要請するなど、外国人の避難生活への

配慮なども可能になると考えられます。 
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